
令和 ６ 年度 事業方針（案） 

  経済格差や物価高騰などに伴う生活困窮問題の深刻化、地域住民

相互のつながりの希薄化など、福祉を取り巻く環境は大きく変動し

てきております。 

 また、制度の狭間にある世帯が複合的な課題を抱えるなどして、単

独の相談支援機関では対応が難しい事案も増加しており、福祉にお

ける課題は一層複雑かつ多様化してきています。 

 さらに高齢化や人口減少で地域での担い手確保が困難な中で地域

生活課題に対応していくためには、地域住民や多職種・多機関と連携

してくことが必要となります。 

こうした中、鹿追町社会福祉協議会では、地域福祉を推進する中核

的な団体として、社協が持つ地域に根ざした特性を活かしながら、地

域から信頼され必要とされる団体を目指し、きめ細やかな地域のニ

ーズを受け止め、多様なサービスを充実させるとともに、住民主体と

なる地域福祉活動の展開と基盤・体制づくりに取り組んで参ります。 

そして、誰もが住みなれた地域で心豊かに安心して暮らしていくこ

とが出来るよう、さまざまな生活課題に対して住民ひとりひとりの

自助努力、住民同士の相互共助、公的制度や関係機関との連携によ

って地域共生社会の実現を目指して地域福祉の向上に努めてまいり

ます。 

  



令和６年度 主要事業実施計画書 

１．会務の運営（予算額 ６０５千円）【前年同額】 

   ・理事会の開催（年５回） 

   ・評議員会の開催（年３回） 

   ・監査の実施（年４回） 

   ・役員研修会等への参加 

２．一般管理業務（予算額 ７，９２９千円）【前年比 △５５７千円】 

   ・広報、啓発活動、社協だより発行 

   ・各種研修会等の参加 

３．社会福祉大会の開催（２００千円）【前々年同額】 

   ・社会福祉関係者の相互理解と連携を深めるとともに、町民の福祉意識

の向上を図り、より活力ある社会福祉を推進する機会として講演及び

表彰を行う。隔年開催の開催年。 

４．児童福祉事業（予算額 ７０千円）【前年同額】 

   ・町内各地域の児童を対象とした事業への助成 

５．老人福祉事業（予算額 ３５５千円）【前年比 ６０千円】 

   ・独居老人対策事業（ひとり暮らし世帯を対象とした事業） 

   ・敬寿会お祝い 

   ・老人クラブ連合会運営育成及び活動助成 

   ・託老所事業（日曜クラブ）への活動助成 

６．障がい者福祉事業（予算額 １６０千円）【前年同額】 

   ・身体障害者福祉協会、手をつなぐ育成会の活動補助及び助成 

   ・もみじ工房の運営に対する助成 

７．ふれあい給食事業（予算額 １，５３１千円）【前年比 ７８千円】 

   ・月２回木曜日の実施。原則７０歳以上の単身世帯及び高齢夫婦世帯を対

象に、食事をしながら交流を深める。誕生会やクリスマス会も計画。 

    食事は町内業者のお弁当やサポートボランティアによる手作り給食。 

  



８．成年後見支援センター運営事業 

（予算額 ２，３８７千円）【前年比 △２３１千円】 

    ※鹿追町受託事業 

    ・鹿追町における成年後見制度の中核機関としての役割を担う。成年後

見制度の利用相談に加えて、成年後見制度の普及啓発や市民後見人

の養成、後見人候補者不在の場合の候補者の選定を行う会議の開催

などを行う。また、それに関連する社協独自の事業として、法人後見

事業やあんしんお預かりサービス事業（金銭管理を行う事業）を実

施する。 

９．生活困窮者就労準備支援等事業 

（予算額 １１，５７５千円）【前年比 ４５０千円】 

    ※鹿追町受託事業 

    ・生活困窮者自立支援法に基づき、経済的に困窮し最低限度の生活を維

持することが出来なくなるおそれのある生活困窮者に対して、生活や

就労等の幅広い相談支援を行う事業。関係機関と連携しながら経済的

社会的自立を促進し、困窮状態から早期脱却できるよう支援する。 

     （鹿追町生活あんしん相談窓口の設置） 

１０．多機関協働事業（予算額 ７，３２１千円）【前年比 ２，５３４千円】 

    ※鹿追町受託事業 

    社会福祉法に基づき令和５年度より鹿追町で実施する「重層的支援体

制整備事業」に係る事業。既存の制度では対応が困難な課題を抱える

者や、複合的な課題を抱える者に対して相談援助を行う専門員（相談

支援包括化推進員）を配置し、下記の多機関協働事業等を実施する。 

多機関協働事業等 

事 業 名 事 業 内 容 

① 多機関協働事業 複合化・複雑化した支援ニーズを有し、様々な

課題の解きほぐしが求められる事例等に対し

て支援を行う。 

② アウトリーチ等

を通じた継続的支

援事業 

長期のひきこもりの状態にあるなど、複雑化・

複合化した支援ニーズを抱えながらも必要な

支援が届いていない者に支援を届けるための

事業。 

③ 参加支援事業 既存の社会参加に向けた事業では対応できな

い狭間の個別ニーズに対応するため、支援ニー

ズと社会資源との間の調整を行う事業。 

  



１２．ボランティア活動推進事業（予算額 ３００千円）【前年比 △７４千円】 

    ・ボランティア団体等の育成、活動助成 

    ・サポートポイント（ボランティアポイント）事業 ※鹿追町受託事業 

１３．生活福祉資金貸付事業（予算額 １，０００千円）【前年同額】 

        ・低所得者、身体障がい者、高齢者世帯等を対象とした貸付資金 

    ・更生資金、生活資金、住宅資金、修学資金、療養資金等 

    ・新型コロナウイルスによる緊急小口資金等の特例貸付を受けた方に

対する支援 

１４．日常生活自立支援事業（予算額 ９０千円）【前年同額】 

    ・認知症高齢者、知的障がい者、精神障がい者などで判断能力が不十分

な方を対象に、福祉サービスの利用に関する相談に応じ、助言や情報

提供などによりその選択、契約を支援することを目的とした事業。 

    ・サービス内容 ①福祉サービスの利用援助 

            ②日常的金銭管理サービス 

            ③書類等の預かり 

１５．生活支援体制整備事業（予算額 ６，８２１千円）【前年比 ２２千円】 

    ※鹿追町受託事業 

    ・高齢者が、要介護状態等となることを予防するとともに、要介護状態

等となった場合においても、可能な限り地域において繋がりや生きが

い、役割を持って自立した日常生活を営むことを支援するため、地域

の多様な主体による多様な生活支援等サービスの体制整備を推進す

る事業。老人クラブ等での講話・地域住民ワークショップの開催等。 

１６．居宅介護サービス事業 

（予算額 ２９，７１３千円）【前年比 ４，９８４千円】 

    ①訪問介護事業 

     ・要支援、要介護者の心身の特性を踏まえて、その有する能力に応

じ自立した日常生活を営むことが出来るよう入浴、排泄、食事の

介助、その他の全般にわたる援助を行う事業。 

    ② 居宅介護事業 

     ・障害者総合支援法において市町村支給決定を受けた方を対象に、居

宅において自立した日常生活又は社会生活を営むことができるよ

う生活全般にわたる援助を行う事業。入浴や排泄、食事などの身体

介護、調理、洗濯、掃除などの家事援助の他、生活上の相談や助言

を行います。 

  



    ③居宅介護支援事業 

     ・要介護者及び要支援者が、必要なサービスを適切に利用し、出来る

限り自立した生活が送れるよう、介護支援専門員（ｹｱﾏﾈｼﾞｬｰ）が本

人及び家族の意向や心身の状況、環境等を勘案してケアプランを作

成し、サービス事業者との連絡調整等を行うサービス。 

    ④地域支援事業 ※鹿追町受託事業 

      １）配食サービス 

        ・毎週火曜日に居宅を訪問し、栄養のバランスの取れた食事を

提供する。食事作りは業者（ごはんや）に委託。 

            ２）軽度生活援助 

        Ⅰ 外出・買い物等 ～ 外出・買い物等の付き添い援助。 

        Ⅱ 軽微な修繕等 ～ 庭・家の周辺の手入れ、家屋の電気修

理等の軽微な修繕。 

        Ⅲ 除雪サービス ～ 家の前、窓の下等の除雪援助。 

        Ⅳ 訪問安否確認 ～ 独居、夫婦世帯の高齢者の生活状況等を

確認。 

      ３）生きがい活動支援通所事業 

        ・施設に通所し、居宅において自立した日常生活を営むことが

出来る様に、生活上必要な機能訓練や他者との交流を行い、

社会的孤独感の解消、心身機能の維持向上を図る。 

      ４）生活管理指導員派遣事業 

        ・ホームヘルパーを派遣し日常生活に必要な支援を行う。 

    ⑤福祉有償運送事業 

     ・公共交通機関を単独で利用することが困難な高齢者や身体障害者

等に対し、車イス移動車を使用して医療機関等への移動手段を提

供する。 

１７．法外援助資金貸付事業（予算額 ２０１千円）【前年同額】 

    ・低所得者を対象に、生活の安定を図るため一時的に資金を必要とする

世帯に、５万円を限度に貸付を行う鹿追社協独自の事業。 

１８．災害救助事業（予算額 １００千円）【前年同額】 

        ・火災等の被災者に対し、見舞金をおくる事業。 

  



１９．心配ごと相談事業 

    ・日常生活の様々な悩みについて、相談員（会長・副会長）が指導助言

する。 

    ・相談日 毎月第１水曜日 午後１時３０分から４時まで 

         （相談日以外にも随時受付） 

    ・場所 トリムセンター内 

２０．高齢勤労者対策事業 

    ・高齢者の豊富な知識、経験を生かし、地域社会に貢献する事を目的と

した事業。寿勤労会の運営支援。 

２１．赤い羽根共同募金運動協力 

    ・１０月１日から１２月３１日まで実施される赤い羽根共同募金運動

への協力。 

２２．歳末たすけあい運動協力（予算額 １，０００千円）【前年同額】 

    ・１２月１日から３１日まで実施される歳末たすけあい運動への協力。

寄せられた義援金は、要援護世帯や母子世帯等へ助成される。 

２３．テント・日常生活用具貸出 

    ・福祉事業や団体事業、学校行事などに、テントを無償で貸出。 

    ・車イス、歩行器、つえ等を無償で貸出。 


